
ー 教育委員会だより 学（まなぶ）８月号 ー 

ソプラニスタ 

岡本知高さんのコンサート 
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令和８年７月１２日（日）午後
３時より、パティオ池鯉鮒かきつ
ばたホールにて、ソプラニスタ 岡
本知高さんのコンサートが１２年
ぶりに開催されました。 

 

岡本知高さんと言えば、男性離
れした高く美しい声（ソプラノボ
イス）や圧倒的な声量で、多彩な
場面で国歌独唱をされています。 

今回もかきつばたホール全体に
響き渡る大迫力に圧倒されたかと
思えば、まるで天使のような歌声
で、テレビなどで聴く歌声とは違
う『生』の迫力に心が洗われるようでした。 

 

更に、岡本知高さんと言えば、華やかなドレス姿などの衣装の美しさと
曲の合間のトークに見せる親しみやすさがあります。 

今回のコンサートの前日に知立市内を散策されたそうで、知立名物のあ
んまきを、２店舗で違う味を満喫されたり、知立神社の多宝塔に魅せられ
た等、ユーモアたっぷりに語られていました。気さくで楽しいトークのお
かげで、会場全体があたたかい雰囲気に包まれました。 

 

また、１２年前のコンサートの時は、パティオちりゅう少年少女合唱団
が共演させて頂きました。２０１４年２月に開催され、コロナ禍の前だっ
たので、各コンサート地の学生や合唱団とコラボする企画があり、『旅立
ちの日に』をステージ上で一緒に歌わせて頂きました。 

私も事務局として参加しましたが、以前から岡本知高さんの大ファンで、
何回もコンサートに足を運んでいたので、団員と共にとても素敵な時間を
共有させて頂いた記憶が蘇ってきました。 

 

今回のコンサートも『切手のないおくりもの』や『Ａｖｅ　Ｍａｒｉａ』
など、休憩をはさんで約１５曲の歌唱を聴くことができました。 

岡本さんの歌声を聴いて感じたのですが、生の音楽の素晴らしさを実感
するとともに、神秘的な歌声はまるで一つの物語を聴いているような心持
ちでした。次回もコンサートがあれば、ぜひ拝聴したいと思います。

【提供：コンサーツ・ホライズン】


